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矢切の斜面林

森っていいさね
わたしたらは森の緑を目にしたり、鳥

のさえずりを耳にしたりすると心が

癒されます。森は空気をきれいにし、

夏には涼しい風を生み、小鳥や虫たら

の生きる場所でもあります。虫捕りを

したり、ドングリをひろったり・・・

子どもたらにとって楽しい遊びや体

験の場でもあります。

森林のはたらき



松戸の里山捗‥・

かつては人々の暮らしのすく、そばに森がありました。家を建てた

り道具を作ったりする木材を得る場、肥料や生活の燃料を得る

場として大切にされていました。

このような樹林地を「里山」といいます。適度に人手が入ること

で豊かな環境がまもられ、いろ

いろな生きものが生息してきま

した。

しかし筈、暮らしのために使わ

れる磯芸がなくなった森は、手

入れが行き届かすうっそうと茂

り、暗くて危険な場所と言われ

たり、かつていた生きものたう

も少なくなったりしています。
松戸に残る農村風景

松戸の樹林地の変化

2005年度の調査によると、松戸の樹林地は255haで、市域の4．2％しかあり

ません。千葉県の統計では、松戸市の森林率は県内で下から4番目です。特に

一般の民有山林（公有地や社寺林など以外）は、60－70年代に3分の1に急

減し、近年も少しずつ減り続け、2011年度ではわずか113ha（1．9％）となりまし

た。

松戸市の民有林面積の推移
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所有者の現状

先祖から引き継いだ森を、そのまま残した

いという思いで持ち続けていても、うでは

何の経済白勺価値も生み出しません。それば

かりかコミの不法投棄や近隣住民からの

苦情など、苦労が大変多いのです。仕事を

持っていたり高齢だったり、思うように森　森の中には不法投棄のコミが散乱

の手入れができていない状況です。

ボランティアによる植樹

みどりの市民力

森の維持管理に少しでも役に立てれば

と、毎年実施されている「里やまボラン

ティア入門講座」の修了生が、所有者の

理解／協力と行政の応援を得て森の

整備活動を始めています。「関さんの森」

や「根木内歴史公園」などでも市民

ボランティアが頑張っています。

行政の取l胤み

松戸市は、2000年の「緑の条例」改正以来、森の所有者や市民と手をたすさ

えて緑を守る取り組みを強めてきました。その指針が「松戸みどりの市民憲章」

（右ページ）です。

市民との協働で「里やまボランティア入門講座」を毎年実施し、森の所有者と

ボランティア団体との間をとりもつなど、市民力による里やま保全活動を支援

してさました。また、市内の樹林地について、緑の条例による「保全樹林地区」

「特別保全樹林地区」の指定を推進し、重要な樹林地については都市緑地法

に基づく「特別緑地保全地区」に指定し、将来に渡って保全しています。

（現在、矢切、栗山、幸谷の3地区）



森lさ宝もの

都市部に残されたわずかな森は

享や“地域の宝”です。その森を守

るには市民の理解と協力が欠か

せません。みんなで地域の森の現

〕犬を知り、森を守る意義や課題な

どを一緒に考えていきましょう。　　　　幼稚園から森へ、お散歩

として・・・rオーワンフォしストin梅戸」の開催

「緑はたいせつ」「これ以上森が減らないといいね！」「森がもっとステキに

なるといいね」そんな想いを持った市民、所有者、行政が、共に考え協力し

てきたことで、「ボランティアによる森の整備活動」が広がってきています。

皆さんに、森に来ていただき、森を身近に感じて、森を守る意義や課題、活

動などを理解していただけたら・・・と、昨年から実施しています。

緑を愛する多くの市民の理解と協力で、都市の樹林地が未来の子どもに引

き継がれ、良好な環境として存続していくことを願っています。

実行委昌一同

松戸みどりの市民憲章

私たちのまわりには、樹木、草花、水、土、空そしてさまざまな生きものから

構成されるみどりが存在しています。私たちは、自身と輝かしい未来を担う子ど

もたちの幸せのために、これまで育まれてきたみどりの財産を分かち合い、守り

育て、豊かにしていきます。そのために、市民・企業・行政の三者が、それぞれ

の立場において、みどりのもたらす恵みに想いをはせ、自覚と責任、対話と協働

に基づいて行動します。

1．松戸市民はみどりと暮らす豊かさを大切にします。

1．千年来のみどりの声に耳を傾け、百年後のみどりを育てます。

1．子どもたちの夢とあそぴを受けとめるみどりをいっぱいにします。

平成16年10月1日制定



駒由然

スタジイやシラカ
シなどの木の葉を

食べて育つ（ムラ
サキシジミ）

アケビの葉を食べて育
つアケビコノハ（蛾）の
成虫は枯葉そっくりで
敵が来ると下麺の目玉
模様を見せて威嚇する

ジガバチは子の餌

にイモムシを運ぶ

シジュウカラ1羽
力り年で食べる虫

は10万匹とカ＼

熱するには森が必要

エノキなど木の葉を

食べて育つチョウ

（コミスジ）

木の実は小鳥たちの
栄養となる代わりに、
小鳥たちに種まきを

主さ

ササを食べる

ササキリ

み・々サツ

嫌われがちな
クモも大切な
自然の一員
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春にウグイスの声を

聴くには森の木やヤ

プ、餌になるたくさ

んの虫が必要



森の生怒系・・・いきいきい嘉から森忍んだ／

木がたくさんあるだけでは森とはいえません。背の高い木、背の低い木、樹

の下の章やコケ、落葉の層、フカフカの士、そしてそこにたくさんの生き物が

いきていて、初めて“森”と呼ぶことができるのです。

命のつながり・・・虜わ乃善吉皮正っています／

森には、【木や章】→【蛾の幼虫】→【カエル、カマキリ、小鳥】→【オオタカ、フク

ロウ】のように、“食う食われる”の命のつながりがあります。

落葉や枯れ枝、動物の死骸や排泄物を分解する生き物も含め、不要なものは

何ひとつありません。蛾やクモなどと卜からは嫌われガちな生き物も棲むこと

で小鳥たちも子育てできるのです。

豊かな緑と　たくさん
の小さな生き物たら
が、森の自然をささえ
ているのです

生態系ピラミッドの例



髄評勾望辿藩覿⑳あ珍教
士己J刑十は「関±んの森」
松戸而幸谷に樹林地を所有する関家は、1994年当主関武夫さんが亡くなり、

相続問題に直面しました。こよなく自然や生き物たらを慈しんだ先代の遺志

をくみ、遺族は森をなんとしてもそのままのこすために、公益法人に寄贈す

る連を選びました。

またその森を保全するため、市民

グループ膏志が「関さんの森を育

む会」を設立し、活動をスタートしま

した。民有林にボランティアが入る

という、市内では初めてとなる堂

山活動のモデルケースとなりまし

た。

市民と行微の協働で「里や手ボ弓シティア入門講座」
樹林地の減少を何とかくい止め守りたいという思いは、市民、所肩書、行政共

通のものです。2002年森の所有者は「松戸ふるさと森の会」を設立しました。

また行政も2000年、条例に基づき「緑推進委員芸」を設け、この委員芸が、

2003年10月に「里やまボランティア入門講座」を開催しました。その後は市

民と行政が協働で10年間継続して実施しています。

ここに市民、所有者、行政の間に、森を守るための具体的な行動につながる

ネットワークができあがりました。



一緒に考え行動する人が集う「梅戸里や春応援団」

「里やまボランティア入門講座」第1期修了生たらは「松戸里やま応援団・
一起の芸」をつくり、「松戸ふるさと森の芸」の会員が所有する森に入り、

活動を開始しました。その後吉年度の講座修了生たちは各々が会をつくり、

2012年末まで9グループが誕生、市内各所の森で精力的に里山活動を行って

います二

徐々に大きなネットワークになっ

た松戸里やま応援団ですが、より

連携を深めるため、2008年に「連

結芸」を設け定期的に意見交換や

協議をおこなっています。そして

この連絡芸が、次項で紹介する

オープンフォレスト開催の推進母体

になったのです。

オーワンフォレストin梅戸の開催へ
2010年の春ごろ「個人の庭を公開するオープンガーデンがあるのなら、森を

公開するオープンフォレストをやったらどうだろう？」という一人のつぶやき

から、ことは始まりました。

森を公開する、しかも十数か所もの民有林を一斉に。ほとんど聞いたこと

がない大イベントですが、各森でそれぞれがイベントや市民交流を行った

実績もあり、ともかく前に進もうとオープンフォレストin松戸2011の準備が

畢



駒塾坐艦闘紗朝殉糊塾俸鰭
今回オープンする森で活動しているグループ以外にもさまざまな人たちが

緑を守る活動や仕事をしています

撼戸ふる士と森の会
「残された緑を守り、責重な自然環境を次世代に引き継ぎたい」と願う山林

所有者の団体。平成14年5月に結成。都市環境保全林に関する国への陳情、

視禦研修会、近隣市の山林所有者との情報交換、里やまボランティア団体と

連携した森林保全活動など。　　　　　　　　（連絡先：みどりと花の課）

樅戸里や手応援団連絡会
毎年開催される「堂やまボランティア入門講座」の修了生が設立した里やま

活動団体の連絡組織で、現在9団体が参加。共通する課題の協議の他、里や

ま活動の技術・知識を高めるためのステップアップ講座を実施している。

金ケ作の森を育む会
2002年から金ケ作にある三吉の森で活動してきたが、現在森での活動は休

止中。里やまボランティアグループの育成にも関与してきている。

（連絡先：090－2935－9444高橋盛男）

里や手Q
会員数10名程度と少数だが、縁を大事に、日下いろいろな森を訪問するなど、

お手伝や研讃に努めながら楽しく活動中。写年中に活動の基本を決めたいと思っ

ているところ。　　　　　　　　　　　　（連絡先：04ト331－0166青木光男〉

緑のネットワーク・さっと
樹林の保護・保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ、豊かな生態系

を保つ森を次世代に伝えることを目的に、2000年に発足．市内の樹林地など

を観察・学習するツアーを年4回実施。毎月定例会を開く他、市内のみどりに

関する情報を掲載した通信を発行している。

（連絡先：090－2935－9444高橋盛男）

閲±んの森エコミュージアム
長い時間をかけて形成されてきた関さんの森の自然と歴史遺産をそのまま

保全し、所蔵されている古文書を発掘・整理し、屋敷林・梅林・関家の庭・蔵・熊

の権現や広場・農園全体を、生きた形で自然や文化を体験学習する場として

整備・活用することを日指している。

（連絡先：090－9156－4960木下紀書）



干駄堀を守る会
市内で最も自然が残る干駄堀地域（現「21世紀の森と広場」）の豊かな生態系

を守るために作られた自然保護団体。公園の建設時（25年前）から、要望活動

などをしてきた。毎月第四日曜日（公園中央口9時集合・雨天決行）に自然観察

芸をおこない、動植物の記録を残している。

（連絡先：090－4667－0209山田純稔）

松戸市計とりと花の隷
「樹林地や巨樹古木の保全等緑の保全」「公共緑地等管理（公共樹林街路樹

など）・民有地緑化、市民参か0緑化、市民農園」「緑のボランティア育成等緑化

推進」を担当。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先：366－7378）

松戸市公園緑地隷
「公園緑地の運営及び維持管理」「公園緑地の新設及び改良」「公園緑地調査

及び計画」を担当。根木内歴史公園と乗松戸ゆいの花公園でみどりや花の市

民協働事業を行っている。　　　　　　　　　　　　（連絡先：366－7380）

松戸市緑推進委員会
緑の保全及び緑化の推進に関する基本的事項を調査審議する市長の諮問機

関。また、自らが提案した施策について、アクションプランを作成し試行してい

る。委員15人中6人は一般市民からの公募で選任されている。第一回の里や

まボランティア入門講座を実施した。　　　　　（連絡先：みどりと花の課）

みどりの行動会議
松戸而みどりの市民憲章を普及・定着させることをめざして活動する団体。

これまで、「木や花に名札をつけよう」「みどりのマップつくり」「松戸のみどり

再発見ツアー」などを行っている。　　　　　　（連絡先：みどりと花の課）

（公財）松戸みどりと花の基金
市民の自発的、積極的な参加で都市緑化を進め、緑豊かな潤いと安らぎの

ある健康的で住みよいまうづくりの推進を目的として、平成2年3月設立。

個人・団体の筆助釜や寄付釜を集め、みどりと花のフェスティバルやみどりと

花のコンクールの開催、緑化愛護団体への助成などを行っている。

ォ＿1ンフォレスト摘蒜芸芸）了㌦
〔崖「松戸ふるさと森の芸」と市内の堂山活動団体等で構成。

オープンフォレストin松戸は、実行委員会と松戸市の共催。

（事務局：090－1209－2254）
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共催：オープンフォレストin松戸実行委員会・松戸市
実行委員会：実行委員長・柳井重人

松戸ふるさと森の会、松戸里やま応援団⊥起の会、同囲いやま森の会、同三樹の会、同四季の会、
岡里やまⅤ・干駄堀、同小浜の森の会、同七書の会、同八輝の会、岡里やまQ、松戸里やま応援団、
河南環境美化の会、金ヶ作の森を育む会、関さんの森を育む会、溜ノ上レディース、
根木内歴史公園サポーター・根っ子の会、緑のネットワーク・まつど

後獲て千葉県、（公財）都市緑化機構、（公財）松戸みどりと花の基金、で松戸市教育委員会、松戸市緑推進委員会、
【（学）東京聖徳学園聖徳大学、松戸まちづくり交流室テント小屋、新京成電鉄㈱、北総線沿線地域活性化協議会

｛‾J′一一＿‾丁二一二■、屯⊥hJ　■し　一⊥L　■h亡上こ」、し＿」ニ∵こし．▲皿二軋」二．二」ヽ上宝ヾ・．・．＿こ∴仁＿‘■LJJこ

足元が惑かったりします。安全に十分注意してお盗しみ下さい。
顆軒帯地

藤は、トゲがあったり
遮r虚岩包甜服毒ゞ立脂」ブナ．鵜払え謁蛋弘蝉1説：たこ

また、整垣でお盟いします。珪軍境やトイレはありません。



■幸谷・植木内地区

①開さんの森

②溜ノ上の森

③根木内歴史公国

■千駄堀地区

④芋の作の森

⑤しんやまの森

■八ケ崎・金ケ作地区

⑥八ケ崎の森

⑦木タシの森

⑧囲いやまの森

⑨三吉の森

⑲立切の森

■秋山・高塚地区

⑭秋山の森

⑫河原塚古墳の森

⑬小浜屋敷の森

⑭紙敷石みやの森



森で出来ること（◎は公開日で公開時間：10時～15時）
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◎ホタシの妾 ��◎ �� �� ��◎ ��ハンモシクで癒しの一時を、素人紙芝居、5日並べや13・ 
ケ ■ 劔劔剴佇ｹk�,X��ｹ�>)<X敬ｿ8��ｦ�ｭH5(�ｸ5�,X4�8�986�588ｸ7H.�ﾂ�・－りしケ喝の蒜 一一21世毒己の薪と広場 

○臥1やまの轟 ��◎ �� ��ﾒ� ��◎ ��常盤平北口から徒歩8分．ウグイス鳴く広い黍で、ゆったり 

金 ケ 作 劔劔劍8ﾘ�ｸ7h,Ym��8.�.)4Y8�.���7�6ｩm�+�.��ﾈﾝｸ,r�卿）文化崇 

○三吉の委 ��◎ ��ﾒ�◎ �� ��ﾒ�◎ ��ﾒ�自然観察（竹林、6幼市指定巨木めぐりを中心に、‾下草、 店�ﾃ����?ｨ�ｨﾘﾈ,ﾈ+(栗>��
昆虫、小鳥のl崇Jrンモツクで森柿は、竹細工鋒城、 ��ﾙMY[ﾘ����D�頷xﾘr�

t抄立切の姦 ��◎ ��ﾒ�◎ �� ��ﾒ�◎ ��ﾒ�竹馬遊びほか �靠YK8��ｾ�5�(x齷�(ﾏiM�/��立切の森には「三吉の森」で受付後希望者をご案内 ��(,I��-b�

秩 ��ｸ��(,ﾉ��� ��ﾒ� �� ��ﾒ� ��◎ �'ﾉG�,ﾈ藕ﾟH��oﾈ+Y�ﾈｧﾈ-ﾈ*��
◎河原等古墳の碁 ��◎ �� �� �� ��ﾒ�1号古墳のご案内と脱明く11時、14時） 山 高 劔劔劍4�8�986�588ｸ7H,�,x轌;�醜*ｨ,(*(,H��ｵｩ�咽ｸ��'ﾈﾝxﾔ姐羽��

○小浜屋敷の姦 ��◎ �� ��◎ �� ��蒜の中をご茶内、クリーンアドベンチャー 
塚 劔劔劔'ﾈﾚ8ﾔ��ﾈ����,ﾈ+�*ﾈ.�.(6�4h985ﾈ�ｸ/�K�,�+ﾘｭｹ����.��ﾈﾈB� 

○紙数石みやの養 ��◎ �� ��◎ �� ��露の白然硯窮、燕の散華、幣体験ほか 

黍の文化祭 凵� ��ﾒ�体 ��ﾒ�◎ ��ﾒ�◎ ��ﾒ�◎ 凛(.(-ﾈ7ｸ8�986X4(4��8ﾈ�,�,x,ﾈｨ�:���櫁��Vh,ﾈﾔ萎ﾉ5x麌��X������7��(夊､�5x麌,b�
バークセンター2無 劔館 劔劔��V8.)'ﾈﾔ萎ﾉ�ﾈﾋ���ｩ5i(h鉅�ｨ���8鳧6��ｸ4�5ｨ985��ｹ��*�.s#��(ｴ�,ﾉVh,hﾔﾈ�ｨ+�(9>��



．名　　称 ��

開さんの森 豫(���� 交　通 ��

塵体名 ��

溜ノ上の森 ��ｨ敢���� 交　通 ��

団体名 ��

根木内歴史公園 �HｪX���� 交　通 ��

団体名 ��



幸谷地区

開さんの森【関さんの森を育む会】幸谷108（新松戸駅から徒歩10分） 
一義∴‾・邁　　　　　住宅地に囲まれた約2haの里山空間。屋敷林、梅林、グランド、関家の庭などからなり、散 

ン究t　　芸姦認諾㌫監語法諾誓㌶濃、讐讐隻票差警㍊工讐 
‾て甲「、ゝ‾★三、蛋rコミュージアム」としての整備を目指している。 　　　　　　（活動日：第3日曜日10時から連絡先090－9365－9608武笠紀子） 

溜ノ上の森【溜ノ上レディース】幸谷855（新松戸駅から徒歩10分） 

関さんの森の飛び地、住宅にかこまれた小さな森。人々から愛される森、多様な生き物が住 

過熱－」一頭．芸諾芝孟宗孟宗表琵琶㌘羞詣‘琵忘志完言妄言謂諾嘉景㌫要義習予完警芸芸志望 

こ■－Ⅷ．．散歩に来る。（活動。二第2水曜。働金曜。午前連絡先。8。＿5。8。＿。。1。渋谷孝子） 

根木内地区

根木内歴史公園【根木内歴史公園サポーター・根っ子の会】根木内41（北小金駅から徒歩15分） 
lJ 　、∵ 1一一一㌔■ 剪�｢の根木内城の城跡で、空堀・土塁・土橋などの遺構がみられる。樹林の台地は芝生広場、 

上富士川沿いに湿地が広がり、自然豊かな歴史公園。湿地には希少植物がみられ、田んぼで 　　　　　　　　　　ヽヽ 

ー ��茶培し、田阻え・旧メ】り・お　っ　・お／、し　　へ／　が　。 

ザリガニ捕り、音楽会・写真展・夏休み工作づくり・虫ハカセになろう！を開催。 

（活動日：毎週金曜日午前　連絡先343－8041三嶋秀恒） 



名　　称 ��ｨ����靠���,ｨ��&9�ﾉkﾂ�

芋の作の森 ��ｨ����松戸市千駄堀字芋ノ作896～897 交　通 ��hｹ��ﾉ|�6�(ﾈ踊��･)Y���nﾉ�ﾉ�h6�(ﾈ踊*�.y6ｹ^�o��YZ｢�

団体名 �6襍�,ﾈ橙�

しんやまの森 ��ｨ����松戸市千駄堀字新山868～869 交　通 ��hｹ��ﾉ|�6�(ﾈ踊��･)Y���nﾉ�ﾉ�h6�(ﾈ踊*�.y6ｹ^�o���Z｢�

団体名 凛(.(-ﾈ���Xｫ��ｩg��



千駄堀地区

芋の作の森【松戸里やま応援団八輝の会】千駄堀字芋ノ作896～897（八柱駅北口から徒歩15分） 

■－　　　　、r　松戸の緑の集積地21世紀の森に隣接する千駄堀地区に位置する、静かな樹林地。 

躍；．　西・北面方向に傾斜し、杉林と雑木林に二分された林相が特徴です0 1、dよ■∴認＝・j・r・活動日には森のオーナーさんとの交歓を楽しんでおります0 

′　PtJ‾ 

．＿趨巫幽■『■監　　　　　　　（活動日＝第2月曜日・第4土曜日午前　連絡先342－4937高橋正博） 

しんやまの森【松戸里やま応援団里やまⅤ・千駄堀】千駄堀字新山868～869（八柱駅北口から徒歩10分） 
一、．闘昌一　・！平地部分と南西向き斜面林のある落葉樹林。大きなヤマザクラがシンボルツリー。周囲は森 
こ′ミニ苛　　　　　と畑にかこまれて、本来の里山の雰囲気がただよい、市の中心部とは思えない別天地。近隣 

1‾■二‾偶を式　町会とも連携して活動し、近くの幼稚園の子どもたちが訪れ、森体験を楽しんでいる。 よ…≡＿蛋二二ノ■　　（活動日：第2火曜日．第4火曜日午前連絡先080－1083－8141大石愛祐） 

八ケ崎地区（地図は次ページ）



八ケ崎・金ケ作地区案内図

名　　称 ��

ハケ崎の森 ��ｨ���� 交　通 ��

団体名 �ｨｴ�,ﾈ橙�

ホタシの森 �Hｶ����� 交　通 ��

団体名 俶ﾈｴx,ﾈ橙�

囲いやまの森 迄更���� 交　通 ��

団体名 �ﾘ*(.(-ﾉ��,ﾈﾇﾂ�

三吉の森 ��ｨ���� 交　通 ��

団体名 倅�x,ﾈﾇﾂ�

立切の森 ��ｨ���� 交　通 ��

団体名 倅�x,ﾈﾇﾂ�



金ケ作地区

ホダシの森【松戸里やま応援団四季の会】金ケ作字ホダシ内199の1（常盤平駅北口から徒歩15分） 
彗‾　　　　　　　　　ぁまり広くはないが、落葉樹を中心とした明るい森。南側は、いろいろな種類の桜の園。四 

李の会は女性会員が多く、そのメンバーがどのような活動ができるかという実験の森でもあ 

．攣撃墜準く差違讐誓ぐ駕篭藍一子嘉崇芸芸し芸。…：≡芸芸 
囲いやまの森【松戸里やま応援団囲いやま森の会】金ケ作字野中364の2（常盤平駅北口から徒歩8分） 

篭酢‾1鰐・　杉林と雑木林、草地など約2haの森。生き物のために、森の半分は自然のままに残している。 
酢・　三・離　　ウグイスやコジュケイが鳴き小鳥が飛び交う。 

叩＿、．鷲、、（箋　「森の楽校」「森の音楽会」「夜の虫の音を聞く会」などを開催し、一般市民や子どもたちの 

・、一一・二．野営■鰻二＿＿、挙ノ‾し〉て自然観察や森体験の場として活用しているD 　　　　　　（活動日：第1土曜日、第3火曜日午前連絡先345－6086野口功） 

三吉の森【松戸里やま応援団三樹の会】金ケ作字南中327の1（常盤平駅北口から徒歩15分） 

三吉の森は、ケヤキとシラカシの巨木が茂る屋敷林を骨格として作られた森である。中には 

竹林も広がり、イヌシデ、ムク、コナラ、モミやツガなどの大木もある。下草が豊かな林内 ■”　には散策路が整備されている。三樹の会は、森の整備の他にも、竹炭作り、竹をつかって花 転．二重＿′渕器や正月飾り、（完諾誓話等謡諾諾憲完。4。＿。261末鹿美智， 

立切の森【松戸里やま応援団三樹の会】金ケ作字立切258の1（常盤平駅北口から徒歩15分） 

、＿二法首運。一三　，▲宗■立切の森は、明るい雑木林である0南側には常緑樹のうっそうとした薄暗い林の自然公園が 、おご■妄り　＿欝塵‾　蛋　ある。会では出来るだけ雑木林が維持されるよう作業を続けている。道路に沿った小さな森 

∴：ちこ底　　　　～‘　　であるが、小鳥たちもよく集まり、ウグイスやコジュケイの鳴き声を聴くことも出来る。明 一、汁　　　　、■ど翻るい林内は比較的植物の種類も多く、いろいろな花や実を楽しめる。 

さ　　　　　　（活動日：第1土曜日、第3月曜日、第4月曜日　連絡先343－9261末廣英智） 



秋山・高塚地区案内図

各　　称 ��

秋山の森 ��ｨ���� 交　通 ��

団体名 ��

河原塚古眉の森 ������ 交　通 ��

団体名 ��

聖徳短大付属小

名　　称 ��

場　所 ��

交　通 ��

団体名 ��

紙敷石みやの森 ��ｨ���� 交　通 ��

団体名 俯X�8,ﾈﾇﾂ�



秋山・高塚地区

秋山の森【松戸里やま応援団】秋山宇宿15の1（秋山駅から徒歩10分） 

・．潟讃野＿．・．・ノ　ー　台地部は落葉樹林。西向き斜面の竹林、低地部は畑に隣接した草原。お屋敷の跡地で、クヌ 

一一閻＿幣肇＿ノ完吉富二言芸墓雲ア諾窟議妄芸詣諾否定言漂是壷芸書芸呈深長志望墨壷慧 r■LE▲談譲一塩髄貪一議′－ゞシ・広がっている。SavetheGreenのイベント（第2土曜日）には若い家族連れが参加している。 ′♪‘とモ ’諾・て・■こ示＿　（活動日：第1月曜日・第3水曜日午前連絡先345－6086野口功） 

河原塚古墳の森【河南環境美化の会】紙数116の1（東松戸駅から徒歩10分） 

東松戸駅から八柱霊園方面に向かい徒歩で約10分、武蔵野線ガードの手前左側、小高い丘の 

＿喜二・　　第′　　　　‾　上に面積は約1㌶の古墳敷地があります。第一号古墳から河原塚中学校内に第四号古墳と点在し 
亨さ　　　　　ています。古墳の森広場は、森林浴を浴びながらグランドゴルフも楽しく行われています。 

（活動日：第1・第3月曜日13時半から　連絡先391－6844高橋清） 

小浜屋敷の森【松戸里やま応援団小浜の森の会】高塚新田93の1（東松戸駅から徒歩15分） 

九．∴定・元望＝‾一花’遜‾　　松戸市南部から市川市に連なり、梨畑に隣接する森。マダケ林を伐開した広場を囲む落葉樹 ‘‾■表誉ゝ，‥　　、′’．ヾ　林、下の斜面に広がる落葉・常緑混交林と変化があり、70余程の植生が観察できる。広場 
‾’薦■．繁，≒ノブ一・．淡　に記念樹のヤマザクラを植樹し、花木や草花の植栽も進めている。整備活動3年余だが、今 

乳－′ノ　‘肌　　後が楽しみな森。 

Jノー諏珊：碧・わ：一二㌢ん．∴札＿露．：芸二二ご‥；　　　　　　（活動日＝第2金曜日・第4木曜日午前　連絡先090－4436－0428松田明光） 

紙敷石みやの森【松戸里やま応援団七書の会】紙敷2の10の1～3（松飛台駅から徒歩10分） 

表惑議を．′那’rL‾リ1市立松戸高校の南東、北総鉄道との間の森。針葉樹林と明るい広葉樹林とが交互に広がる。 肘，　江戸時代から大切に守られてきた小さな石の両“石みや様”が鎮座し、野馬除け土手の跡が 

塩鮭、宴■．・転義ある。北総線を挟んで南側にも森が広がっている。 三、一宅．．照準箪笥．㌍㌧豪語′　（活動日‥第1火曜日・第2木曜日・第4土曜日連絡先362－2860栗田吉治） 


